
予算要求資料
平成29年度9月補正予算 支出科目 款：総務費 項：企画開発費 目：スポーツ振興対策費
	事業名　大規模スポーツイベント開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

清流の国推進部　地域スポーツ課　アジアジュニア陸上競技大会推進室　大会推進係
　電話番号：058-272-1111（内2965）

　　　　　　　E-mail： c11172@pref.gifu.lg.jp 
１　事業費　　補正要求額　２４，２２８千円（現計予算額：８，９００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産　収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	8,900
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,900

	補　正

要求額
	24,228
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	24,228

	決定額
	24,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	24,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　・県では「清流の国ぎふ2020プロジェクト」の一環として、国際スポーツ大会の誘致に取り組んでいるが、アジア陸上競技連盟が主催する2018年6月開催の「第18回アジアジュニア陸上競技選手権大会」の誘致に成功した（2016年7月決定）。
　・本大会は、アジア陸上競技連盟の主催、日本陸上競技連盟の主管で開催される大会であり、県は共同主管団体として同大会の組織委員会及び実行委員会に参画している。
　・本大会開催に係る日本陸上競技連盟と県との役割分担は、本年7月21日に実施した第1回組織・実行委員会において明確となり、県はボランティア関連業務に加え、広報・集客関連業務及びおもてなし関連業務を担当することとなったことから、今年度必要な業務を事業化し必要経費を要求する。
（２）事業内容

　・アジアジュニア陸上競技選手権大会は、19歳以下のアジア最高峰の陸上競技大会であり、1986年にジャカルタで第1回が開催されて以降、アジア各都市で隔年開催されている（日本では初開催）。
【大会概要】
　　　期　　間　：　2018年6月7日（木）～10日（日）
　　　場　　所　：　岐阜メモリアルセンター長良川競技場

　　　種　　目　：　男子（22種目）、女子（22種目）

　　　参加対象　：　16歳～19歳

　　　参加規模　：　アジア45ヵ国から選手・監督ら約1,000名

　・県は大会の円滑な実施に向け、ボランティア関連業務に加え、以下の広報・集客関連業務及びおもてなし関連業務を行っていく。
　　　○100日前記念イベント「カウントダウンボード点灯式」
　　　○100日前記念イベント「スタートアップイベント」

　　　○圏域プレイベント

　　　○アジアジュニア陸上キャラバン

　　　○各方面への協力依頼

（３）県負担・補助率の考え方

　　　県民の注目度が高い「陸上競技」について、本県で開催されるアジアジュニア陸上競技選手権大会の開催機運の醸成に向けた県独自のイベントやＰＲ等を実施するものであり、県負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	2,526
	各方面へのPR・協力依頼旅費

	需用費
	1,111
	

	（消耗品費）
	940
	PRキャラバン事務用品

	（燃料費）
	168
	PRキャラバン事務費

	（会議費）
	3
	事務費

	役務費
	129
	電話・郵便

	委託料
	20,282
	100日前記念イベント、圏域プレイベント

	使用料
	180
	会議室借上げ、公用車ETC使用

	合計
	24,228
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成30年6月の大会に向けて、平成29年度中に運営基盤を整える。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	目標を設定できる内容の事業ではないため。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　平成28年度は、岐阜県へ大会を誘致することに成功した。
　平成30年の大会を盛り上げるため、観戦やボランティア、おもてなし等県民のスポーツへの参加を働きかけ、スポーツを通じた地域の活性化を目指す。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　アジア圏のジュニア世代最高峰の陸上大会を開催し、県民のスポーツへの関心をより高めるとともに、アジアに向けて岐阜をPRできる場となり、交流人口の拡大に繋がるため、大会開催に取り組むことは必要。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　大会を観戦するだけでなく、アジア各国から訪れる選手・監督等へ岐阜ならではのおもてなしを行ったり、ボランティアとして参加するなど、あらゆる形での県民のスポーツ参加が図られる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　大会関係団体で、競技運営、おもてなし運営、ボランティア育成など、役割分担し効率化を図る。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　平成30年度の開催に向け、大会PR、ボランティアや運営に関わる人を集め育成していく必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　「清流の国ぎふ2020プロジェクト」の一環として誘致した同大会により、スポーツによる人口交流の拡大を図り、地域の活性化に繋げる。



